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２．実施状況

３．総合診断
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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 13 展開方向 4

予算区分 一般会計

子ども体験活動事業

令和２年度以降

款 0404 中大

～

こども未来部

こども政策課

担当部

担当課

10　教育費

〇

事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート

0 0
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項目 Ｈ27 Ｈ29
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項 05 目 03
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5,179 4,600
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3,743 3,743 3,743
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○こども自然体験活動事業
・地域の方の参画により運営委員会を設置し、企画運営により事業を実施した。
　　自然体験活動（じゃがいもづくり、もち米づくり、魚とり、兒の森里山体験、親子自然観察講座、中高生サークルイベント）

○学校外活動運営事業
・ジュニアセミナーとして各種体験講座を２８講座開催し、こどもの体験機会の充実を図った。
・子どもが参加するイベント・プログラムに、ポイントラリー制度を導入し、３０ポイント以上の児童生徒にピンバッジを贈呈し
た。

　※各事業の事務局を市が担い、職員は、市民と協働で事業に参加・運営した。
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1．事業の概要

ジュニアセミナー講座数
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４．総合評価

千円 節 節事務事業評価による額

・様々な体験の機会を通して、子どもの豊かな情操や、親以外の大人との交流を通じての社会性を
 育む機会の提供は、子どもの成長過程にとって重要であり、また、事業に関わる子育てが終了した
 世代の大人たちにとっても、改めて子どもと触れ合う貴重な機会とすることができる。
・ｼﾞｭﾆｱｾﾐﾅｰについては、応募実績に基づき、定員の増減について講師と相談し見直しを図ると
ともに、講座の廃止や新規開設についても検討を行う。
・両事業共に、保護者の認知度が高く、期待も大きい事業であるため、継続して事業を行う。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

・自然体験活動・ｼﾞｭﾆｱｾﾐﾅｰ両事業共に、市民、講師との協働により円滑な運営を行うことが出来て
 いる。
・自然体験活動も含めて、参加受講するこども達は、体験することや学んだことが、目に見える形と
 なって成果が得られることに、好評をいただいているところである。
・ただし、ジュニアセミナーは定員制であるため、希望の講座を全ての児童が受講できるわけでは
 ない。人気が集中し、抽選となる講座がある一方で、応募者が基準にみたず、定員割れとなる
講座もある。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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